


A　物理的特性

A-1　各種樹脂の物理特性

PC PMMA PS SAN MS COP COC

1200 1190 1060 1070 1090 1010 1080

1.585 1.492 1.592 1.570 1.562 1.530 1.510

31 58 31 35 35 56 57

90 92 89 89 90 92 92

90 -6 - - - 6 4

A-2　ポリカーボネート乾燥曲線 A-3　ポリカーボネート吸湿曲線

ペレット初期含水率：0.18% 試験環境：23℃, 50%RH

乾燥設備：熱風循環式棚式オーブン

推奨予備乾燥条件

　乾燥温度：125℃

　乾燥時間:4-6時間

乾燥が不十分な場合は、成形品にシルバーストリーク、気泡等が発生し、成形品外観不良を起こすことがあります。

推奨予備乾燥条件を目安に予備乾燥を実施してください。

また、乾燥温度が130℃を超えますと、ペレットの固着が発生しやすくなりますのでご注意ください。

A-3　流動性【剪断速度依存性】

A-4　流動性【スパイラル流動長】

射出成形条件

　射出成形機：J100E2P(JSW)

　射出圧力：1600kg/cm
2

　金型温度：80℃
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A-5　ポリカーボネートの各種特性

光学特性

アッベ数 31

屈折率 - - 1.585

CAE流動解析用データ

転移温度 - ℃ 150

溶融時温度 - ℃ 300

溶融密度 - kg/cm3 1.05

溶融比熱 - J/kg/℃ 1,965

溶融熱伝導率 - W/m/℃ 0.207

固体時温度 - ℃ 23

固体比熱 - J/kg/℃ 1,310

固体熱伝導率 - W/m/℃ 0.183

参照温度 - ℃ 23

密度 - kg/m3 1,195

ヤング率 - kg/mm2 230

ポアソン比 - - 0.38

線膨張率 - cm/cm/℃ 7.0E-05

難燃性

酸素指数 - % 27

表面特性

水 ° 85

ジヨードメタン ° 29

A-6　301-15のPVT曲線
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B　機械的特性

B-1　アイゾッド衝撃強度の温度依存性 B-2　引張試験　S-Sカーブ(301-15)

ASTM D-256(3.2mm厚み)

B-3　曲げクリープ特性

測定条件

　試験片：80mm×10mm×4mm厚み

　スパン：64mm

B-4　疲労特性

B-5　曲げ弾性率の温度依存性 B-6　引張強度の温度依存性

試験条件

　曲げ弾性率：ASTM D-790

　引張強度：ASTM D-638
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C　長期特性

C-1　熱老化性　オーブンエージングによる色相変化

試験条件

　材料：301-15

　測定厚み：2mm

C-2　耐候性　サンシャインウェザーオーメーター(S-W-O-M)

試験条件

　試験機：サンシャインウェザーオーメーター(S-W-O-M)

　ブラックパネル温度：63℃

　降雨：有り

　測定厚み：3.2mm

C-3　耐候性試験　屋外暴露(アリゾナ)

試験条件

　資料セット：南向き, 45°

　測定厚み：3.2mm

C-4　耐候性試験　屋外暴露(沖縄)

試験条件

　資料セット：南向き, 45°

　測定厚み：3.2mm

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

D
e
lt

a
[
-]

試験時間[hr]

黄変度 Delta YI 色差 Delta E*

試験温度：130℃

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

D
e
lt

a
[
-]

試験時間[hr]

黄変度 Delta YI 色差 Delta E*

試験温度：140℃

40

50

60

70

80

90

100

0 1000 2000 3000

全
光
線
透
過
率

[
%

]

照射時間[]hr]

全光線透過率

303-15 301-15

0

10

20

30

40

0 1000 2000 3000

黄
変
度

D
e
lt

a
 Y

I[
-]

照射時間[hr]

黄変度

303-15 301-15

0

10

20

30

40

50

60

0 1000 2000 3000

H
a
z
e
[%

]

照射時間(hr)

Haze

303-15 301-15

0

20

40

60

80

100

120

0 1000 2000 3000

ア
イ
ゾ
ッ
ド
衝
撃
強
度

保
持
率

[%
]

照射時間(hr)

アイゾッド衝撃強度

303-15 301-15

40

50

60

70

80

90

100

0 6 12 18 24 30

全
光
線
透
過
率

[%
]

暴露月数

全光線透過率

303-6 301-6

0

10

20

30

40

0 6 12 18 24 30

黄
変
度

D
e
lt

a
 Y

I[
-]

暴露月数

黄変度

303-6 301-6

40

50

60

70

80

90

100

0 6 12 18 24 30

全
光
線
透
過
率

[%
]

暴露月数

全光線透過率

303-15 301-15

0

10

20

30

40

0 6 12 18 24 30

黄
変
度

D
e
lt

a
 Y

I[
-]

暴露月数

黄変度

303-15 301-15



D化学的特性
ポリカーボネート樹脂の各種薬品に対する臨界歪み

臨界歪み

　0.7%以上：使用条件によるが、ほぼ問題ないレベル。

　0.5-0.7% ：使用条件の確認が必要で、場合によっては使用できないことがある。

　0.5%以下：使用できない場合が多い。

D-1 有機試薬類

判定 臨界歪【%】 判定 臨界歪【%】 判定 臨界歪【%】

アクリル酸エチル Ethyl acrylate 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

アクリル酸ブチル Butyl acrylate 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

アセチレン Acetylene 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

アセト酢酸エチル Ethyl acetoacetate 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

アセトン Acetone 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

アミルアルコール Amil alcohol 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

イソブチルアルコール Isobutyl alcohol 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

イソプロピルアルコール Isopropyl alcohol 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

イソプロピルエーテル Isopropyl ether 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

エタノール(エチルアルコール) Ethyl alcohol 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

エタノールアミン Ethanolamine 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

エチルベンゼン Ethyl benzene 23 △ 0.5-0.7 × ≦0.5 △ 0.5-0.7

エチレングリコール Ethylene glycol 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

塩素系溶剤 Chlorinated solvents 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

オクチルアルコール Octyl alcohol 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

オレイン酸 Oleic acid 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

ギ酸【25%】 Formic acid【25%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ギ酸【50%】 Formic acid【50%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ギ酸【90%】 Formic acid【90%】 23 ○ ≧0.7 △ 0.5-0.7 ○ ≧0.7

キシレン Xylene 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

クエン酸 Citric acid 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

グリセリン Glycerin 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

クレゾール Crasol 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

クロロアセトン Chloroacetone 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

クロロトルエン Chlorotoluene 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

クロロナフタリン Chloronaphthalene 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

クロロホルム Chloroform 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

酢酸【10%】 Acetic acid【10%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

酢酸【50%】 Acetic acid【50%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

酢酸【50%】 Acetic acid【50%】 70 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

酢酸【100%】 Acetic acid【100%】 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

酢酸アミル Amyl acetate 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

酢酸イソプロピル Isopropyl acetate 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

酢酸エチル Ethyl acetate 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

酢酸ブチル Butyl acetate 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

酢酸プロピル Propyl acetate 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

酢酸メチル Methyl acetate 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

ジイソプロピルケトン Diisopropyl ketone 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

ジエチルエーテル Diethyl ether 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

ジエチレングリコール Diethylene glycol 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

四塩化炭素 Carbon tetrachloride 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

ジオクチルフタレート(DOP) Dioctyl phthalate 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

ジオクチルフタレート(DOP) Dioctyl phthalate 80 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

シクロヘキサノール Cychlohexanol 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

シクロヘキサノン Cychlohexanone 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

シクロヘキサン Cychlohexane 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ジクロロベンゼン Dichlorobenzene 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

ジブチルエーテル Dibutyl ether 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

シュウ酸 Oxalic acid 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ステアリン酸 Stearic acid 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

テトラヒドロフラン Tetrahydrofuran 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

テトラクロロエタン Tetrachloroethane 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

トリエタノールアミン Triethanol amine 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

トリクロロエチレン Trichloroethylene 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

トルエン Toluene 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

二塩化エチレン Ethylene dichloride 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

二塩化メチレン(ジクロロメタン) Methylene dichloride 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

ニトロベンゼン Nitrobenzene 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

乳酸 Lactic acid 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ヒドロキノン Hydroquinone 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

パルミチン酸 Palmitic acid 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

フェノール Phenol 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

ブチルアルコール Butyl alcohol 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

プロピルアルコール Propyl alcohol 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ヘキサン Hexane 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

ベンジルアルコール Benzyl alcohol 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

ベンゼン Benzene 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

ホルムアルデヒド【40%】 Formaldehyde【40%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

マレイン酸 Mareic acid 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

メタクリル酸メチル Methyl methacrylate 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

メチルアルコール(メタノール) Methyl alcohol 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

メチルイソブチルケトン Methyl isobutyl ketone 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

メチルエチルケトン Methyl ethyl ketone 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

リノレン酸 Linoleic acid 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

リンゴ酸 Malic acid 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

有機試薬類
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IM6000シリーズ
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D化学的特性
ポリカーボネート樹脂の各種薬品に対する臨界歪み

臨界歪み

　0.7%以上：使用条件によるが、ほぼ問題ないレベル。

　0.5-0.7% ：使用条件の確認が必要で、場合によっては使用できないことがある。

　0.5%以下：使用できない場合が多い。

D-2 無機試薬類

判定 臨界歪【%】 判定 臨界歪【%】 判定 臨界歪【%】

過酸化水素【5%】 Hydrogen peroxide【5%】 23 ○ ≧0.7 △ 0.5-0.7 ○ ≧0.7

過酸化水素【5%】 Hydrogen peroxide【5%】 50 ○ ≧0.7 △ 0.5-0.7 ○ ≧0.7

過酸化水素【30%】 Hydrogen peroxide【30%】 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

苛性ソーダ【10%】 Sodium hydroxide【10%】 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

苛性ソーダ【30%】 Sodium hydroxide【30%】 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

苛性ソーダ【30%】 Sodium hydroxide【30%】 70 × ≦0.5 △ 0.5-0.7 × ≦0.5

シュウ酸 Oxalic acid 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

重炭酸ナトリウム Sodium bicarbonate 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

炭酸ナトリウム Sodium carbonate 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

食塩 Sodium chloride 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

硝酸カリウム Potassium nitrate 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

硝酸ナトリウム Sodium nitrate 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

水酸化カリウム Potassium hydroxide 23 × ≦0.5 △ 0.5-0.7 × ≦0.5

水酸化カルシウム Calcium hydroxide 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

水酸化バリウム Barium hydroxide 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

水酸化マグネシウム Magnesium hydroxide 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

亜硝酸【10%】 Sulfurous acid【10%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

塩酸【10%】 Hydrochloric acid【10%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

塩酸【20%】 Hydrochloric acid【20%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

塩酸【20%】 Hydrochloric acid【20%】 80 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

塩酸【33%】 Hydrochloric acid【33%】 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

王水 Aqua regia 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

過塩素酸 Perchloric acid 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

クロム酸【2%】 Chromic acid【2%】 70 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

クロム酸【5%】 Chromic acid【5%】 70 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

クロム酸【10%】 Chromic acid【10%】 70 △ 0.5-0.7 × ≦0.5 △ 0.5-0.7

クロム酸【25%】 Chromic acid【25%】 70 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

クロロスルホン酸 Chlorosulfonic acid 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

硝酸【10%】 Nitric acid【10%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

硝酸【10%】 Nitric acid【10%】 70 ○ ≧0.7 △ 0.5-0.7 ○ ≧0.7

硝酸【30%】 Nitric acid【30%】 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

硝酸【30%】 Nitric acid【30%】 70 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

硝酸【60%】 Nitric acid【60%】 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

炭酸 Carbonic acid 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

フッ化水素酸【10%】 Hydrofluoric acid【10%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

フッ化水素酸【20%】 Hydrofluoric acid【20%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

フッ化水素酸【40%】 Hydrofluoric acid【40%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

無水フッ酸 Hydrofluoric acid anhyfrous 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

硫酸【10%】 Sulfuric acid【10%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

硫酸【10%】 Sulfuric acid【10%】 70 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

硫酸【30%】 Sulfuric acid【30%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

硫酸【30%】 Sulfuric acid【30%】 70 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

硫酸【98%】 Sulfuric acid【98%】 23 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

リン酸【50%】 Phosphoric acid【50%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

リン酸【50%】 Phosphoric acid【50%】 70 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

リン酸【75%】 Phosphoric acid【75%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

次亜塩素酸ナトリウム【5%】 Sodium hypochlorite【5%】 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

次亜塩素酸ナトリウム【5%】 Sodium hypochlorite【5%】 70 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

PC/ABS

IM6000シリーズ

PC/ポリエステル

CRシリーズ

無機試薬類

分類 薬品名 試験温度[℃]
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D化学的特性
ポリカーボネート樹脂の各種薬品に対する臨界歪み

臨界歪み

　0.7%以上：使用条件によるが、ほぼ問題ないレベル。

　0.5-0.7% ：使用条件の確認が必要で、場合によっては使用できないことがある。

　0.5%以下：使用できない場合が多い。

D-2 その他

判定 臨界歪【%】 判定 臨界歪【%】 判定 臨界歪【%】

亜麻仁油 Linseed oil 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

オリーブ油 Olive oil 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

クレオソート油 Creosote oil 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

桐油 China wood(tung) oil 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

植物油 Vegetable oil 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

大豆油 Soybean oil 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

トウモロコシ油 Corn oil 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

パイン油 Pine oil 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ヒマシ油 Castor oil 23 ○ ≧0.7 △ 0.5-0.7 ○ ≧0.7

綿実油 Cottonseed oil 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ヤシ油 Cocoanut oil 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ラード(動物油) Lard 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

酢 Vinegar 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ウイスキー Wiskey 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ウスターソース 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

醤油 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

純米酢 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

本みりん 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ニベアクリーム 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ニベアクリーム 80 × ≦0.5 × ≦0.5 △ 0.5-0.7

MG5ヘアリキッド 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

MG5ヘアリキッド 80 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

MG5ヘアトニック 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 ○ ≧0.7

MG5ヘアトニック 80 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

除菌モーリス 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

食卓クイックルスプレーほのかな緑茶の香り 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

食卓クイックルスプレーほのかな緑茶の香り 50 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

イソジン原液 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

イソジン原液 50 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

イソジンフィールド10%(10倍希釈) 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

オスバンS(10倍希釈) 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

エルエイジー10倍希釈水 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

エルエイジー10倍希釈水 50 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

サラヤスマートSAN手指消毒用アルコール 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

サラヤスマートSAN手指消毒用アルコール 50 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ミルトン(10倍希釈) 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ヒビテン液(5%) 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

テゴー51(10倍希釈) 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

石けん液 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

バスマジックリン　SUPER CLEAN 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 ○ ≧0.7

バスマジックリン　SUPER CLEAN 50 × ≦0.5 × ≦0.5 △ 0.5-0.7

バスピカ 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

バスピカ 80 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

マジックリン 23 × ≦0.5 × ≦0.5 ○ ≧0.7

激泡バスクリーナー 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

激泡バスクリーナー 80 × ≦0.5 × ≦0.5 × ≦0.5

JOY バレンシアオレンジ(原液) 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

JOY バレンシアオレンジ(原液) 70 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7

濃縮フレッシュ(除菌) 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

濃縮フレッシュ(除菌) 50 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

レンジ周りの強力ルック 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

レンジ周りの強力ルック 80 × ≦0.5 × ≦0.5 △ 0.5-0.7

カビキラー 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

カビキラー 80 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

アタック 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ファミリーフレッシュ 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ファミリーフレッシュ 80 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

スーパーマルチクリーナープロインパクト中性 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

スーパーマルチクリーナープロインパクト中性 80 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 ○ ≧0.7

ガソリン Gasoline 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 ○ ≧0.7

軽油(ディーゼル油) Diesel 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 ○ ≧0.7

ケロシン(灯油) Kerosene 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 ○ ≧0.7

JP燃料油 JP fuel oil(1-6) 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

潤滑油 Lubricant oli 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

シリコン油 Silicone oil 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

テレピン油 Turpentine oil 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ブレーキフルード(DOT-4) 23 × ≦0.5 × ≦0.5 △ 0.5-0.7

芳香剤(自動車用) 23 × ≦0.5 × ≦0.5 △ 0.5-0.7

艶出し剤(アーマーオール) 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

レザーワックス 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

ワックスリムーバー(ST-7) 23 △ 0.5-0.7 △ 0.5-0.7 ○ ≧0.7

スーパーホワイトワックス 23 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7 ○ ≧0.7

食品類/油類

化粧品類

殺菌/除菌類

洗浄剤類

車両関連等

PC/ポリエステル

CRシリーズ分類 薬品名 試験温度[℃]

ポリカーボネート

300/350シリーズ

PC/ABS

IM6000シリーズ
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各種関連法規・規格

1. 電気・電子分野

1) 電気用品安全法(日本)

電気用品による災害を未然に防止するための法律。電気用品用材料を登録する制度としてCMJ登録制度がある。CMJ登録制

度に基づき、試験は　(1)使用温度の上限値、(2)ボールプレッシャー温度、(3)外郭用合成樹脂の燃焼試験　があり、試験結果

が認証登録される。

2) UL(米国)

米国の非営利機関Underwriters Laboratories, Inc. が制定する安全、試験に係わる規格。樹脂材料についてのUL規格

は、主にUL94(樹脂材料の燃焼性の分類規格)とUL746(樹脂材料の耐発火性、熱劣化性、電気的その他性質等に係わる

性能評価の規格)に大別される。UL認定を受けた樹脂材料は、ULイエローブック及びULホームページで確認できる。

3) IEC(国際)

IEC規格の普及を目的とする標準化機関。日本では日本工業標準調査会が加盟している。国際電気標準規格を制定し、それ

らに適合した製品の品質・安全性を保障する適合性評価制度を提供している。

又、国際標準化機構(ISO)や世界保健機構(WHO)など国際機関との密接な連携を図っている。

4) ROHS指令（EU)

EUに上市する電気電子機器を対象に特定有害物質の含有(最大許容濃度を超える含有)を制限する法律。2006年施行、

2011年改正された。

現在、調査対象物質は10物質となっている。

5) REACH(欧州)

REACHは、2007年に施行された化学物質の登録(Registration)、評価(Evaluation)、認可(Authorization)、および制

限(Restriction)の規制法であり、現在、世界の化学物質管理の雛型となっている。

認可対象物質の候補材料としてSVHC(高懸念物質)について含有調査が行われる。SVHCは定期的に見直されるため、都度

確認が必要。

2. 自動車分野

1) FMVSS(米国)

連邦自動車安全基準(Federal Motor Vehicle Safety Standards)と呼ばれる規格で、全米で適応される。FMVSS

No.205はグレージングや二輪車の風防についての規格であり、これに基づく樹脂材料をAMECA(Automotive Manufactures

Equipment Compliance Agency Inc.)がリストアップしている。FMVSS No.108はランプ類、反射器、及び関連装置に関す

る。試験はSAE(米国自動車技術協会)の規格が適応されている。FMVSS No.302は、自動車内装材料の難燃性要件を規

定する。

3. 食品用器具・容器包装

1) 食品衛生法(日本)

食品衛生法は、飲食により発生する危害を防止するための法律であり、食品、食品添加物、食品用器具・容器包装などが対

象。2018年に一部が改正された。改正により食品用器具・容器包装について安全性を評価した物質のみ使用可能とするポジ

ティブリスト制度が2020年施行された。ポジティブリストは食品衛生法第18条第3項に基づく別表第1第1表に基ポリマーが、別

表第1第2表に添加剤等がリスト化されている。今後、これらのリストは2020年までの経過措置期間に見直される。2025年以降

はリストに収載されていない物質は原材料として使用不可となる。

ポリカーボネート樹脂については、改正食品衛生法第18条の第3項(ポジティブリスト)に基づく規格の設定施行後(2020年/6/1

以降)のリストに収載されている。又、食品接触材料安全センターにおいて、以前のポリオレフィン等衛生協議会(ポリ衛協)の確認

証明書制度は継承されており、規格に適合したポリカーボネート樹脂に対して確認証明書が発行される。

2) FDA(米国)

米国食品医薬品局(Food and Drug Administration)の発行する規格。食品用樹脂材料については、間接食品添加物と

みなされ、規制の対象とされる。また、樹脂材料の認定制度は採用しておらず、適合する個々の樹脂材料等の仕様等が米国官

報といえる連邦規則基準(Code of Federal Regulations)に定められている。ポリカーボネート樹脂は、CFR No.21に規定さ

れている。

4. 化学物質

1) 化審法

化学物質の審査及び審査を目的に化学品の製造者及び輸入者を対象に制定された法律。この法律では新規化学物質事前

調査、上市後の化学物質の継続的な管理措置、及び化学物質の性状等の応じた規制及び措置　に関する規制を課している。

2) TSCA(米国)

米国有害物質規制法(Toxic Substances Control Act)の略称。米国における有害物質の規制法であり、日本の化審法に

相当する。既存化学物質は、TSCA Chemical Substance Inventory の形で公表され、化学物質の識別番号としてCASナ

ンバー(Chemical Abstract Service が付与する化学物質ナンバー)が使用される。


